
　チノーの主力製品は「計測制御機器、計装
システム、センサ」の大きく分けて3種からなり、
国内に3ヶ所ある事業所（藤岡、久喜、山形）
がその生産を支えています。
　従来のシステムは自社開発の業務用システ
ムを本社・各事業所毎にそれぞれ個別で運
用していました。新基幹システム推進担当 部
長 寺田氏は「当社のものづくりの特徴として、
製品毎に生産形態が異なるため、その生産事
業所毎に合わせた独自のプログラムで長年運
用してきたという経緯があります」と話します。
　久喜事業所 管理部 部長の安井氏は「そ
れぞれの個別管理の運用で業務的には困っ
ていませんでしたが、今後情報システムをどう
していくかという話は出ていました」と言います。
　事業所間のホストコンピュータを一本化した
ことを機に、これからは全社的に一元管理でき
るしくみを作り、設計・生産・販売管理が一
体化したものづくり情報の共有化が必要との
課題がでてきました。

　一元管理に向けたものづくり情報共有化の
ためにまず着手したことは、本社・事業所毎で
それぞれ個別に運用していた部品表管理の
改革からでした。
　安井氏は「情報共有化に向けての一番の
問題点は部品表がバラバラで個人任せになっ
ていたことでした。部品表は会社の重要な資
産であるとの認識から、まずは部品表をトータ
ルで管理すべきと考えました」と話します。

　このような課題を抱える中で、統合化部品表
の「部門毎に分散された部品表を一元管理
し、情報を共有化する」というコンセプトに着目
し、統合化部品表を導入。部品表の改革が始
まりました。

　小さなシステムから統合化部品表の導入を
開始し機能を評価する中で、本格的な取り組
みに向けて新基幹システム導入推進室が設
けられ、生産管理、販売管理までを含んだ全
社システムとなる「新基幹システム」の導入を検
討することとなりました。
　いくつかのパッケージを検討する中で、基幹
となる統合化部品表があること、それに付随し
たシステム運用が可能なことから、最終的に
ECObjectsが選択され、新基幹システムの構
築が始まりました。
　ECObjectsの機能について寺田氏は「当社
の生産方式（見込/半見込/受注設計）の生
産形態すべてにECObjectsが対応していたこ
とと、ひとつの部品表を他部門で共有できるマル
チビュー機能が特に合っていました」と話します。
【ECObjects のマルチビュー機能】
統合された部品表から必要な情報のみをビューで切出して管
理することが可能なため、各部門毎の部門最適と全体最適を
同時に実現

統合化部品表を中核に分散していたものづくり情報を一元化
システムの一気通貫と見える化による全体最適で業務改善を実現

株式会社チノー様

ECObjects 導入事例

産業のマザーツールといえる「計測・制御・監視」の分野
で特長ある技術を持つ、株式会社チノー（以下、チノー）は、
計測制御機器、計装システム、センサなどを主力製品とす
る計測器専門メーカーです。特に、温度計測を主軸として
幅広く事業を展開し、「温度のチノー」と言われています。
更なる業務の高度化・効率化のため、個々に分散していた
ものづくり情報を一元化すべく部品表の改革に着手し、統
合化部品表を中心とした生産管理システム「ECObjects」
を導入。グループ全体最適を推進する新基幹システムを構
築しました。

新基幹システム推進担当 部長　寺田 圭彦　氏 （左）
久喜事業所 管理部 部長　安井 芳郎　氏 （右）

お 客 様 情 報

株式会社チノー

東京都板橋区

藤岡（群馬）、久喜（埼玉）、山形

昭和 11年 (1936 年）8月

42億 9千 2百万円（平成 27年 4月現在）

663名（平成 27年 4月現在）

計測制御機器の製造・販売、計装工事

http://www.chino.co.jp/

導入前の課題

導入のポイント

導入後の効果

ECObjects導入の背景
全社一元管理を目指し、分散していた
ものづくり情報の共有化へ

統合化部品表を軸に新基幹システム
構築へ展開

ECObjects選定のポイント
“部品表は会社の資産”部品表管理の
改革に向け、統合化部品表を導入

●在庫が正確に把握できない
●部品表が目的別に分散している
●販売システムと生産システムが分断
●事業所毎に異なる独自システムと担当者
に依存した個別管理

●統合化部品表による、ものづくり情報の
一元管理
●見込/半見込/受注設計の生産形態に対
応した生産管理システム
●設計・生産・販売管理の一気通貫システム
と周辺サブシステムとの連携
●システムに精通したSEによる、ベンダー
の協力体制

●分断されていた設計と生産が部品表統
合により連携
●在庫の見える化（情物一致）
●リアルタイムな納期確認・回答
●営業と工場間の確認工数の大幅な減少
●積上原価の精度向上
●人員の集約と削減、業務負荷の軽減
●専用帳票の大幅削減によるコストダウン
●グローバル管理システムへの基盤整備
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　2011 年から約 1 年間で 3 部門の部品表を
導入したのち、生産管理の統合と販売管理を
含めた新基幹システムの構築を開始しました。
　システム構築で苦労した点について寺田氏
は、「システム面よりも社内のユーザーを動かす
ことが大変でした。現場は従来のやり方に慣れ
ているので、“システムを切り替えて本当に大丈
夫なのか？”と半信半疑でした。実際にシステム
を利用するユーザーをいかに納得させるかが
重要です。そのため、本社・事業所の多くの人
を巻き込んでステップ毎に異なるメンバーでワー
キングチームやプロジェクトチームを数ヶ月単位
毎に作りました。システム側の人間だけではなく、
必ず現場を巻き込むことです」と当時を振り返り
ます。

　新基幹システム導入の効果について、「情報
の一元化とリアルタイム更新、コストダウンが実現
できました。コストダウンでは専用帳票が 70% 削
減されています。そして、統合化部品表によっ
て、全社共通のデータベースのしくみが作れた
ことも大きいです。あちこちにデータを持たずに
一つのデータを活用・応用できますから。開発・
営業・工場が同じデータを見て同じ目線で仕
事ができるようにもなりました。在庫の見える化も
大きいですね。また、人員の集約と削減、負荷軽
減もあります。営業所では、システム化により営業
アシスタントの業務が軽減され、事務から受注を
取る内勤営業へとシフト化しました」と寺田氏。
　「以前は、受注・製造指図・材料手配、出
荷がそれぞれ分断されていたため転記作業の

手間がかなりありましたがシステム化により軽減
されました」と安井氏。
　新基幹システムにより、情報の一元化とリア
ルタイム更新が実現し、設計・生産・販売業
務の一気通貫で業務の高度化と効率化が推
進されました。

　新基幹システムの今後について、「藤岡・
久喜の 2 事業所は導入から約 1 年で安定稼
働しました。今後は生産管理の更なるレベルアッ
プと山形事業所へ導入したのち、連携してい
る海外子会社への展開を考えています」と寺
田氏。
　チノーグループ全体最適となるグローバル管
理システム構築の大きな前進に向け、統合化
部品表を基軸とした新基幹システムは今後さら
に活用される予定です。
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統合化部品表を中核として、コンフィギュレーション、マトリッ
クス部品表、物流ルート部品表、仕様BOM、BOMエディタ等
の各種部品表をサポートし、その上でプロジェクト管理（生産
準備）、原価企画等の設計と生産の間をつなぐキラー・アプリ
ケーションを搭載した統合部品表パッケージ

TotalBOM 統合化部品表

MRP生産、個別受注生産、半見込半受注生産（ハイブリット生
産）の３系統の計画系を持ち、在庫管理、発注管理、工程管理、
生産指示、実績収集、負荷調整、各種シミュレーション、棚卸の
機能を搭載した生産管理パッケージ

QuickCIM 生産管理

フォーワードスケジュール、バックワードスケジュール、カットイ
ンスケジュールを組み合わせてリアルタイムに納期回答座席
予約を行い、順序計画まで一気通貫に処理するスケジューラ

SmartAPS 納期回答
 座席予約スケジューラ

資材所要量エンジン、MRPⅠとMRPⅡをカバー。統合化部品
表と連動し作成されたオーダはガントチャートのスケジューラ
で“見える化”を実現

SmartMRP 資材所要量計算

ECObjects 製品概要

ECObjectsが実現する
“エンジニアリング・チェイン・マネジメント” とは
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技術情報の成長と連続性

コンカレントエンジニアリングの実現

リードタイムの飛躍的向上

開発ライフサイクルの短縮

全プロセスの情報共有

柔軟な生産方式への対応

リアルタイムでの状況確認

エンジニアリング・チェイン・マネジメント

ECObjects導入の効果と今後について

情報の一元化とリアルタイム更新が実現

今後のシステム拡張とグローバル展開
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ECObjects構築時のポイント

必ず現場を巻き込んで納得してもらう

統合化部品表

自動生成

仕様BOM
製品シリーズ

中間ユニット 製品仕様

材料
中間ユニット 製品仕様

材料

製造BOM
製品

中間キット 工順

材料
中間キット 工順

材料

● TotalBOM / 統合化部品表
　 ・統合化部品表管理
● QuickCIM / 生産管理 
　 ・受注/出荷管理
　 ・在庫管理
　 ・工程管理
　 ・製造管理
　 ・購買管理
● SmartMRP / 資材所要量計算
　 ・生産計画管理

ECObjects 導入製品


